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Abstract： 
Purpose：To examine the reliability and validity of the readiness of parenthood scale for adolescent males and females. The readiness of 
parenthood scale consists of 2 sub-scales. One sub-scale is the affection towards babies and another sub-scale is the child rearing drive. 
Internal consistency was analyzed by using Cronbach’s alpha coefficients. Construct validity was tested through factor analysis. The 
subjects were 200 adolescent males and females.  
Results：Cronbach’s coefficients alpha of affection towards babies were 0.948 to 0.967 for both males and females. Cronbach’s coefficients 
alpha of child rearing drive were 0.833 to 0.847 for both males and females. Concurrent validity was supported by correlation coefficients 
(0.638 to 0.667 p<0.01) between the affection towards babies and the scale of affection toward babies. Concurrent validity was supported 
by the correlation coefficient (0.646 to 0.668 p<0.01) between the child rearing drive and the scale of child rearing motivation. The 
experiences with children were significantly related to the affection towards babies and the positively child rearing motivation scale. Sub- 
factors of the affection towards babies and the positively child rearing motivation scale possessed higher validity. 
Clinical Considerations：These results suggested that the readiness of parenthood scale may be used in for adolescent males and females. 
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Ⅰ．緒言 
 母性準備性尺度（青木 1988）１）は，青年期の母性準
備性に焦点を当て測定し，乳幼児への好意感情（９項
目），育児への積極性（15 項目）の合計 24 項目から構
成されている。母性準備性尺度は青年期後期女性（大
学生にあたる）に対する信頼性と構成概念妥当性が検
証されている。しかし青年期男性への使用については，
信頼性が検証（羽田野他，2004）２）されているのみで
ある。このため，本研究では，青年期男女への使用に
あたり，開発者の承諾のもと名称を親性準備性尺度（改
訂版母性準備性尺度）とし，信頼性，妥当性について
検討した。 
 
Ⅱ．研究目的 
 親性準備性尺度（改訂版母性準備性尺度）の信頼性・
妥当性について検証する。 
 
Ⅲ．研究方法 
１．期間 
 平成 18 年４月 15～30 日 
 
２．対象 
 Ａ県内在住の教育・心理学専攻の大学１～４年のう
ち，研究協力が得られ，有効な回答が得られた青年期
後期男女各 100 名，計 200 名。 
 
３．データ収集方法 
 留置法による自記式質問紙調査。講義の担当者に研
究の目的，内容を説明し，調査用紙配布を依頼した。
調査は，講義時間中に集合形式で実施した。対象者に
は，講義担当者から調査用紙の説明を行い，講義終了
時に調査者が設置した回収箱に回収した。 
 
４．質問紙の構成 
１）対象者の特性（年齢，性別，結婚の有無，現在の
家族形態，大学入学前の家族形態） 
２）乳幼児との接触経験（乳幼児を抱いた経験，０歳
児と遊んだ経験，１～３歳児と遊んだ経験，４～５歳
児と遊んだ経験）について，「よくある」「一度ないし
数回ある」「そんな経験はない」の３件法で求めた。 
３）母性準備性尺度（育児の積極性）の表現が母親に
限定されていたため，男性・女性両方の立場から回答
できるよう開発者の許可を得て表現を以下のように一
部変更した。 
①「育児は母親の生きがいだと思う」を「育児は人の
生きがいだと思う」に変更した。 
②「育児をしている母親はかがやいてみえる」を「育
児をしている親はかがやいてみえる」に変更した。 
③「育児をしている母親は疲れてみずぼらしく見え 
る」を「育児をしている親は疲れてみずぼらしく見え
る」に変更した。 
４）対児感情評定尺度（花沢 1992）３） 
 乳児に対して大人が抱く感情を肯定的側面（接近感
情 12 項目）と否定的側面（回避感情 12 項目）の２側
面から測定する。４段階評定法で，採点方法は「非常
にそのとおり」から「そんなことはない」の各回答に
３から０点を与える。接近項目回避項目ごとに得点を
求める。信頼性と妥当性が検証されている。 
５）育児動機評定尺度（花沢 1992）３） 
 「赤ちゃん」あるいは「子ども」を育てたいという
動機を 14 項目から測定する。４段階評定法で，採点方
法は「非常にそのとおり」から「そんなことはない」
の各回答に３から０点を与える。信頼性と妥当性が検
証されている。 
 
５．分析方法 
１）信頼性の検討 
 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児の積極
性）：男性・女性ごとに「乳幼児への好意感情」「育児
への積極性」を，信頼性係数（Cronbach のα係数）に
より内的整合性の検討を行った。 
２）妥当性の検討 
（１）併存妥当性 
①親性準備性尺度（乳幼児への好意感情）と対児感情
評定尺度（接近感情・回避感情）をピアソンの積率相
関係数により検討した。 
②親性準備性尺度（育児への積極性）と育児動機評定
尺度をピアソンの積率相関係数により検討した。 
③他の変数との関連 
 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児の積極
性）それぞれについて乳幼児との接触経験（乳幼児を
抱いた体験，遊んだ体験）との関連をみるため，一元
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３．妥当性の検討 配置分散分析，Bonferroni 法による多重比較を行った。 
１）併存妥当性 （２）構成概念妥当性 
（１）親性準備性尺度（乳幼児への好意感情）と対児
感情評定尺度（接近感情・回避感情）のピアソンの積
率相関係数による検討（表３）では，男性・女性とも
対児感情評定尺度（接近感情）において有意な正の相
関，対児感情評定尺度（回避感情）において，有意な
負の相関がみられた。 
 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情９項目・育児 
の積極性 15 項目）の因子分析による検討を行った。 
３）各尺度の男女差の検討 
 それぞれの尺度について男女差をみるために，対応
なしのｔ検定を行った。 
４）統計学的検定は SPSS13j を使用し有意水準５％未
満とした。 （２）親性準備性尺度（育児の積極性）と育児動機評
定尺度のピアソンの積率相関係数による検討（表３）
では，男性・女性とも有意な正の相関がみられた。 
 
Ⅳ．倫理的配慮 
（３）他の変数との関連（表４～７）  対象者には，研究目的，意義，内容（方法・期間），
安全性，参加を中止あるいは拒否する権利，拒否して
も一切不利益をこうむらないこと，プライバシーが保
護される権利が保障されていること，個人情報保護の
ため，研究内容から研究対象者個人を特定できないよ
うにコード化すること，研究結果を論文やその他の方
法で公表する際，匿名性を守ること，研究協力により
対象者が受ける利益は，看護学への貢献でありそれ以
外の直接的な利益はないこと，研究結果の公表方法，
研究中・終了後質問への対応をすること，研究終了後
の対象者の情報については，責任をもって処分するこ
とを明記した依頼文書を提示し，同意を得た。調査用
紙の返却をもって同意の意志確認とした。 
①親性準備性（乳幼児への好意感情・育児への積極性）
と乳幼児との接触経験（乳幼児を抱いた体験）では，
分散分析の結果，男女とも，「乳幼児への好意感情」，
「育児への積極性」において，「よくある」「一度ない
し数回ある」「そんな経験はない」に有意な差がみられ
た。多重比較において，「よくある」の方が「そんな経
験はない」より，「一度ないし数回ある」の方が「そん
な経験はない」より有意に高かった。 
②親性準備性（乳幼児への好意感情・育児への積極性）
と乳幼児との接触経験（０歳児との遊び経験） 
 分散分析の結果，男女とも，「乳幼児への好意感情」，
「育児への積極性」において，「よくある」「一度ない
し数回ある」「そんな経験はない」に有意な差がみられ
た。多重比較において，男性では「よくある」の方が
「そんな経験はない」より，「一度ないし数回ある」の
方が「そんな経験はない」より有意に高かった。女性
では「乳幼児への好意感情」において，「一度ないし数
回ある」の方が「そんな経験はない」より有意に高か
った。 
 
Ⅴ．結果 
１．対象者の特徴（表１） 
 表１の通りであった。子どもとの接触体験では，「よ
くある」「一度ないし数回ある」を合わせた割合と「経
験はない」に男女差はみられなかった。 
 
２．信頼性の検討（表２） ２）構成概念妥当性（表８～11） 
１）親性準備性尺度（乳幼児への好意感情９項目）：男
性・女性ごとに折半法による内的整合性を検討するた
め信頼性係数（Cronbach のα係数）を算出したところ，
女性α＝0.967，男性＝α＝0.948 であった。 
 「乳幼児に対する好意感情」に関する項目の因子分
析の結果，男性では２因子，女性では１因子であった。
「育児への積極性」に関する項目の因子分析の結果，
男性では４因子，女性では３因子であった。 
２）親性準備性尺度（育児の積極性 15 項目）：男性・
女性ごとに折半法による内的整合性を検討するため信
頼性係数（Cronbach のα係数）を算出したところ，女
性α＝0.833，男性α＝0.847 であった。 
 「将来自分が育児をするなんて考えたこともない」
「育児はつまらない仕事だと思う」については，男女
とも育児の否定にもかかわらず，育児の積極性因子と
の因子負荷量が大きかった。 
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３）男女差について（表 12） 
 親性準備性尺度の「乳幼児への好意感情」，対児感情
評定尺度の「回避感情」，「育児動機評定尺度」におい
て，女性の方が男性より有意に高かった。 
 
Ⅵ．考察 
１．親性準備性尺度「乳幼児への好意感情」の信頼性
と妥当性 
 男女ともに折半法による高い内部一貫性が示され，
信頼性が確認された。また，男女ともに対児感情評定
尺度との有意な相関，これまでの乳幼児の世話体験の
高さと本尺度の関係がみられたことから，併存妥当性
が確認された。さらに，因子分析の結果から，男女と
もに，乳幼児への興味・関心，好意感情が因子として
確認されたことから構成概念妥当性が確認された。 
 以上のことから本尺度の青年期男女への使用にあた
り，信頼性，妥当性が確認された。 
 
２．親性準備性尺度「育児への積極性」の信頼性と妥
当性 
 男女ともに折半法による高い内部一貫性が示され，
信頼性が確認された。また，男女ともに育児動機評定
尺度との有意な相関，これまでの乳幼児の世話体験の
高さと本尺度の関係がみられたことから，併存妥当性
が確認された。さらに，因子分析の結果から，男女と
もに，育児労働への積極性，肯定，消極性，否定が因
子として確認されたことから構成概念妥当性が確認さ
れた。しかし，「将来自分が育児をするなんて考えたこ
ともない」「育児はつまらない仕事だと思う」について
は，男女とも育児の否定にもかかわらず，育児の積極
性因子との因子負荷量が大きかった。このため，項目
として削除する必要のあることが示唆された。 
 
３．親性準備性尺度「乳幼児への好意感情」「育児への
積極性」の男女差 
 「乳幼児への好意感情」，対児感情評定尺度の「回避
感情」，「育児動機評定尺度」において，女性の方が男
性より有意に高かったことから，これらの尺度使用時
には性差を考慮する必要があることが示唆された。 
 
 以上のことから親性準備性尺度の青年期男女への使
用にあたり，２項目を除き，信頼性，妥当性が確認さ
れた。 
 
Ⅶ．まとめ 
 親性準備性尺度（改訂版母性準備性尺度）の青年期
男性への使用にあたり，信頼性，妥当性について検討
することを目的とした。Ａ県内在住の研究協力の得ら
れた教育・心理学専攻の大学１～４年生に，留置法に
よる自記式質問紙調査を行った。うち，有効な回答が
得られた青年期後期男女各 100 名，計 200 名を対象に
した。その結果以下のことが明らかとなった。 
１．信頼性の検討 
１）親性準備性尺度（乳幼児への好意感情９項目）：男
性・女性ごとに折半法による内的整合性を検討するた
め信頼性係数（Cronbach のα係数）を算出したところ，
女性α＝0.967，男性α＝0.948 であった。 
２）親性準備性尺度（育児の積極性 15 項目）：男性・
女性ごとに折半法による内的整合性を検討するため信
頼性係数（Cronbach のα係数）を算出したところ，女
性α＝0.833，男性α＝0.847 であった。 
２．妥当性の検討 
１）併存妥当性 
（１）親性準備性尺度（乳幼児への好意感情）と対児
感情評定尺度（接近感情・回避感情）のピアソンの積
率相関係数による検討では，男性・女性とも対児感情
評定尺度（接近感情）において有意な正の相関，対児
感情評定尺度（回避感情）において，有意な負の相関
がみられた。 
（２）親性準備性尺度（育児の積極性）と育児動機評
定尺度のピアソンの積率相関係数による検討では，男
性・女性とも有意な正の相関がみられた。 
（３）他の変数との関連 
 親性準備性（乳幼児への好意感情・育児への積極性）
と乳幼児との接触経験では，分散分析の結果，男女と
も，「乳幼児への好意感情」，「育児への積極性」におい 
て，「よくある」「一度ないし数回ある」「そんな経験は
ない」に有意な差がみられた。 
２）構成概念妥当性 
 「乳幼児に対する好意感情」に関する項目の因子分
析の結果，男性では２因子，女性では１因子であった。
「育児への積極性」に関する項目の因子分析の結果，
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男性では４因子，女性では３因子であった。 
３）男女差について 
 親性準備性尺度の「乳幼児への好意感情」，対児感情
評定尺度の「回避感情」，「育児動機評定尺度」におい
て，女性の方が男性より有意に高かった。 
 以上のことから親性準備性尺度の青年期男女への使
用にあたり，２項目を除き，信頼性，妥当性が確認さ
れた。 
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表１ 対象者の特徴           人数（％） 
 男性(n=100) 女性(n=100) 
年齢（平均値±標準偏差）   19.4±1.2   19.0±1.1 
現在の家族形態 
  一人暮らし 
  家族と同居 
  友達と同居 
  その他 
39(39.0)
59(59.0)
0(0.0)
2(2.0)
27(27.0)
70(70.0)
1(1.0)
2(2.0)
大学入学前の家族形態 
  核家族世帯 
  三世代世帯 
  その他 
  無回答 
52(52.0)
43(43.0)
3(3.0)
2(2.0)
38(38.0)
60(60.0)
1(1.0)
1(1.0)
子どもとの接触体験 
  乳幼児を抱いた経験 
     よくある 
     一度ないし数回ある 
     経験はない 
  ０歳児と遊んだ体験 
     よくある 
     一度ないし数回ある 
     経験はない 
  １～３歳児と遊んだ体験 
     よくある 
     一度ないし数回ある 
     経験はない 
  ４～５歳児と遊んだ体験 
     よくある 
     一度ないし数回ある 
     経験はない 
19(19.0)
56(56.0)
25(25.0)
19(19.0)
49(49.0)
32(32.0)
22(22.0)
65(65.0)
13(13.0)
28(28.0)
65(65.0)
7(7.0)
25(25.0)
64(64.0)
11(11.0)
21(21.0)
63(63.0)
16(16.0)
31(31.0)
61(61.0)
8(8.0)
29(29.0)
62(62.0)
9(9.0)
 
 
表２ 親性準備性尺度（信頼性係数） 
 男性(n=100) 女性(n=100)
親性準備性尺度（乳幼児への好意感情） 
親性準備性尺度（育児への積極性） 
0.948 
0.847 
0.967 
0.833 
 
 
表３ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）と対児感情・育児動機評定尺度の相関 
 男性(n=100) 女性(n=100) 
 乳幼児への好意感情 育児の積極性 乳幼児への好意感情 育児の積極性
乳幼児への好意感情 
育児への積極性 
対児感情（接近感情） 
対児感情（回避感情） 
育児動機 
1
.739**
.638**
-.291**
.776**
.739**
1
.560**
-.361**
.646**
1 
.723** 
.667** 
-.359** 
.814** 
.723**
1
.573**
-.401**
.668**
** p<.01 
親性準備性尺度の信頼性・妥当性の検討 
表４ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）と乳幼児を抱いた経験の分散分析 
 男性(n=100) 女性(n=100) 
  自由度 F 値 有意確率 自由度 F 値 有意確率 
乳幼児への好意感情 
育児への積極性 
2 
2 
4.288 
4.069 
.016* 
.020* 
2 
2 
11.789 
5.140 
.000*** 
.008** 
*p<.05  ** p<.01  *** p<.001 
 
 
表５ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）と乳幼児を抱いた経験の多重比較 
（Bonferroni 法） 
 
 
乳幼児を抱いた経験 乳幼児を抱いた経験 有意確率（男性） 
(n=100) 
有意確率（女性）
(n=100) 
乳幼児への好意感情 
  
  
  
よくある 
  
一度ないし数回ある 
  
一度ないし数回ある 
そんな経験はない 
よくある 
そんな経験はない 
1.000
.027
1.000
.044
 
* 
 
* 
.177 
.000 
.177 
.000 
 
*** 
 
*** 
育児への積極性 
  
  
  
よくある 
  
一度ないし数回ある 
  
一度ないし数回ある 
そんな経験はない 
よくある 
そんな経験はない 
1.000
.033
1.000
.052
 
* 
.958 
.006 
.958 
.018 
 
** 
 
* 
*p<.05  ** p<.01  *** p<.001 
 
 
表６ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）と０歳児との遊び経験の分散分析 
 男性(n=100) 女性(n=100) 
  自由度 F 値 有意確率 自由度 F 値 有意確率 
乳幼児への好意感情 
育児への積極性 
2 
2 
8.407 
12.386 
.000*** 
.000*** 
2 
2 
4.819 
2.640 
.010* 
.077 
*p<.05  *** p<.001 
 
 
表７ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）と０歳児との遊び経験の多重比較 
（Bonferroni 法） 
従属変数 ０歳児との遊び経験 ０歳児との遊び経験 有意確率（男性） 
(n=100) 
有意確率（女性）
(n=100) 
乳幼児への好意感情 
  
  
  
よくある 
  
一度ないし数回ある 
  
一度ないし数回ある 
そんな経験はない 
よくある 
そんな経験はない 
.474
.001
.474
.006
 
** 
 
** 
1.000 
.029 
1.000 
.010 
 
* 
 
* 
育児の積極性 
  
  
  
よくある 
  
一度ないし数回ある 
  
一度ないし数回ある 
そんな経験はない 
よくある 
そんな経験はない 
.824
.000
.824
.000
 
*** 
 
*** 
1.000 
.244 
1.000 
.073 
 
*p<.05  ** p<.01  *** p<.001 
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       表８ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情）回転後の因子行列（男性）    n=100 
 因子 
  1 
乳幼児への興味・関心 
2 
乳幼児への好意感情 
関心がありますか .889 .342 
興味ありますか .886 .339 
知りたいと思いますか .841 .319 
抱いてみたいと思いますか .638 .471 
あかちゃんが好きですか .367 .832 
「かわいいな」と思いますか .284 .805 
あやしたり笑いかけたりしますか .275 .780 
一緒に遊ぶ事が好きですか .549 .733 
世話する事が好きですか .573 .613 
累積寄与率 40.11 78.09 
 因子抽出法: 主因子法  回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法 
 
 
表９ 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情）成分行列（女性） n=100 
 成分 
  1 
乳幼児への興味・関心・好意感情
あかちゃんが好きですか .896 
「かわいいな」と思いますか .910 
知りたいと思いますか .894 
関心がありますか .921 
一緒に遊ぶ事が好きですか .907 
あやしたり笑いかけたりしますか .811 
抱いてみたいと思いますか .869 
世話する事が好きですか .889 
興味ありますか .941 
累積寄与率 79.90 
 因子抽出法: 主成分分析 
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             表 10 親性準備性尺度（育児への積極性）回転後の因子行列（男性）        n=100 
 因子 
  1 
育児労働へ
の積極性 
2 
育児労働 
の肯定 
3 
育児労働の 
否定 
4 
育児労働へ
の抵抗感 
自分も育児をやってみたいと思う .821 .215 .114 .110 
将来自分が育児をするなんて考えた事もない .731 .001 .142 .076 
将来育児をするのが楽しみだ .725 .385 .133 .041 
育児は楽しいと思う .669 .434 .070 .174 
育児はすばらしい仕事だと思う .490 .484 .170 .028 
育児はつまらない仕事だと思う .481 .283 .306 .319 
育児をしている親はかがやいて見える .098 .815 -.027 .199 
育児は親の生きがいだと思う .368 .520 -.117 .044 
育児によって自分自身もまた成長できると思う .450 .518 .195 .044 
育児をしている間に世の動きから取り残され
てしまうと思う 
.132 -.089 .660 .028 
育児をしていると子どものことばかりで視野が
狭くなると思う 
.099 .099 .842 .155 
育児をしている親は疲れてみすぼらしく見える .148 .297 .323 -.018 
育児はつらい仕事だと思う .125 .089 -.021 .728 
育児をしていると自分の好きな事ができないと
思う 
-.016 -.004 .343 .504 
自分は育児をすることには自信がない .340 .190 -.002 .359 
累積寄与率 21.02 34.88 45.52 53.08 
 因子抽出法: 主因子法  回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法 
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             表 11 親性準備性尺度（育児への積極性）回転後の因子行列（女性）           n=100 
 成分 
  1 
育児労働の 
積極性・肯定 
2 
育児労働への
抵抗感 
3 
育児労働の否
定 
育児はすばらしい仕事だと思う .840 .100 .087 
育児は楽しいと思う .823 .143 .018 
自分も育児をやってみたいと思う .820 .308 .087 
将来育児をするのが楽しみだ .754 .307 .099 
育児をしている親はかがやいて見える .696 .004 -.028 
育児は親の生きがいだと思う .642 -.131 -.307 
育児によって自分自身もまた成長できると思う .632 -.218 .069 
育児はつまらない仕事だと思う .530 .360 .322 
将来自分が育児をするなんて考えた事もない .526 .482 .255 
育児はつらい仕事だと思う -.234 .769 .088 
育児をしていると自分の好きな事ができないと思う .012 .632 .394 
自分は育児をすることには自信がない .339 .604 -.204 
育児をしている親は疲れてみすぼらしく見える .319 .392 .228 
育児をしている間に世の動きから取り残されてしまうと
思う 
-.025 .029 .744 
累積寄与率 31.74 46.30 57.77 
 因子抽出法: 主成分分析  回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法 
 
 
表 12 親性準備性尺度（乳幼児への好意感情・育児への積極性）・対児感情・育児動機評定尺度の男女比較 
 性別 ｎ 平均値 標準偏差 有意確率  
乳幼児への好意感情 
  
男性 
女性 
99
98
26.41
30.76
8.515
7.733
.000 *** 
育児への積極性 
  
男性 
女性 
100
98
38.29
40.03
9.124
8.288
.162  
対児感情（接近感情） 
  
男性 
女性 
100
99
26.47
27.69
9.301
8.497
.333  
対児感情（回避感情） 
  
男性 
女性 
99
100
11.69
9.20
6.981
5.783
.007 ** 
育児動機 
  
男性 
女性 
98
100
25.05
28.77
10.197
10.550
.012 * 
*p<.05  ** p<.01  *** p<.001 
 
